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今月の主な内容

10
今月の表紙
　ススキが見頃となった生石高原。一面に広が
る銀色のススキを一目見ようと、休日には多く
のハイカーらでにぎわっています。
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平
成
24
年
度
紀
美
野
町
敬

老
会
が
、
９
月
８
日
（
土
）
中

央
公
民
館
と
９
日
（
日
）
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
75
歳

以
上
の
招
待
者
２
，
４
６
２

人
う
ち
、
２
会
場
合
わ
せ
て

９
３
５
人
の
方
々
が
元
気
に

出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
寺
本
町
長
が

「
大
勢
の
皆
様
方
が
、
大
変
お

元
気
で
敬
老
会
に
ご
出
席
い

た
だ
き
、
心
か
ら
お
礼
と
お

喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
素

晴
ら
し
い
歌
手
の
皆
さ
ん
に

よ
る
歌
謡
も
あ
り
ま
す
。
今

日
の
敬
老
会
を
楽
し
い
１
日

と
し
て
く
だ
さ
い
。｣

と
挨
拶
。

続
い
て
模
範
老
人
（
26
人
）
及

「
行
政
相
談
制
度
」
は
、
総
務

省
が
推
進
し
て
い
る
制
度
で
す
。

み
な
さ
ま
か
ら
役
所
や
特
殊
法

人
な
ど
の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
を

受
付
け
、
解
決
を
図
る
こ
と
で
行

政
運
営
の
改
善
に
役
立
て
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
総
務
省
で
は
、
み

な
さ
ま
の
身
近
な
相
談
役
と
し

て
、
公
平
・
中
立
な
立
場
に
あ
る

民
間
の
方
を
「
行
政
相
談
員
」
に

委
嘱
し
て
、
全
国
の
市
町
村
に
配

置
し
て
い
ま
す
。

　

当
町
を
担
当
す
る
行
政
相
談
委

員
は
、

中
絵
図
美
年
代
さ
ん

　
《
紀
美
野
町
西
野
１
６
６
番
地
》

森
谷
美
喜
子
さ
ん

　
《
紀
美
野
町
神
野
市
場
３
７
７

番
地
２
》
で
す
。

「
行
政
相
談
週
間
」
に
は
次
の

日
程
で
、
行
政
相
談
委
員
が
行
政

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
定
例
相
談
】

■
日　

時　

10
月
17
日
（
水
）

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
場
所
及
び
相
談
員　

中
央
公
民

館
２
階
会
議
室
（
中
絵
図
美
年

代
行
政
相
談
委
員
）

　

紀
美
野
町
役
場
美
里
支
所
２
階

会
議
室
（
森
谷
美
喜
子
行
政
相

談
委
員
）

【
巡
回
相
談
】

■
日　

時　

10
月
18
日
（
木
）

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
場
所
及
び
相
談
員　

志
賀
野
出

張
所
（
中
絵
図
美
年
代
行
政
相

談
委
員
）

■
日　

時　

10
月
19
日
（
金
）

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
場
所
及
び
相
談
員　

小
川
出
張

所
（
中
絵
図
美
年
代
行
政
相
談

委
員
）

歌謡ショーを楽しむお年寄り

参加者を代表して謝辞を述べる池原秋子さん
（写真、上）と東浦弘至さん（写真、下）

旭
日
双
光
章　

受
章

　
　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

び
敬
老
篤
行
者
（
１
人
）、
そ
し

て
、
こ
の
１
年
間
に
百
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
た
方
（
４
人
）

が
町
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
方
々
よ
り
ご

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
最
後
に
池

原
秋
子
さ
ん
（
柴
目
）
と 

東
浦

弘
至
さ
ん
（
菅
沢
）
よ
り
、
参

加
者
を
代
表
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
第
二
部
の
演
芸
で

は
山
本
譲
二
さ
ん
と
松
原
の
ぶ

え
さ
ん
、
地
元
の
河
村
一
樹
さ

ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
が
約
２
時
間

に
わ
た
り
行
わ
れ
、
出
席
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
50
年
４
月
野
上
町
議
会

議
員
に
初
当
選
し
、
６
期
に
わ

た
り
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
平
成

５
年
に
副
議
長
、
平
成
９
年
と

平
成
13
年
に
は
議
長
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
監
査
委

員
な
ど
も
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
８
月
に
88
歳
の
お

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
高
齢
者

叙
勲
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。
心
よ
り
、
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

ご
長
寿
を
祝
う

　
　

９
３
５
人
が
元
気
に
出
席
! !

紀
美
野
町
敬
老
会
開
催

10
月
15
日
～
21
日
は

　

 

行
政
相
談
週
間
で
す

岡野幸次氏
（88）
（下佐々）
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◎
防
災
訓
練
の
訓
練
申
込
は
、

役
場
総
務
課
特
別
対
策
室

　
（
℡
４
８
９
‐
５
９
１
２
）

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

９
月
３
日
、
午
前
10
時

か
ら
美
里
中
学
校
防
災
訓

練
（
避
難
誘
導
訓
練
）
が

行
わ
れ
、生
徒
や
下
神
野
、

福
田
地
区
自
主
防
災
組
織

の
方
々
、
神
野
保
育
所
園

児
ら
約
１
５
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
近
年
発
生
し

た
災
害
時
に
避
難
誘
導

や
避
難
先
で
の
被
災
者
支

援
に
お
い
て
、
地
元
中
学

生
が
活
躍
し
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
同
校
が
地
域
の
方
々

の
協
力
を
得
て
実
施
し
た

も
の
で
す
。

避
難
誘
導
訓
練
で
は
、

生
徒
全
員
（
47
名
）
が
８

班
に
分
か
れ
、神
野
市
場
、

野
中
地
区
の
高
齢
者
合
わ

せ
て
30
人
と
神
野
保
育
所
園
児
24

人
を
避
難
所
で
あ
る
中
学
校
体
育

館
ま
で
誘
導
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

参
加
者
は
起
震
車
に
よ
る
地
震
体

験
や
自
動
体
外
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法
訓
練

な
ど
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

８
月
22
日
（
水
）
午
後
１
時
30

分
か
ら
、
桂
瀬
地
区
の
防
災
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
約
20
人
は
、
県
の
起
震

車
「
ご
り
ょ
う
君
」
に
よ
る
地
震

体
験
を
は
じ
め
、
消
火
器
使
用
訓

練
、
地
元
消
防
団
員
の
指
導
の
も

と
消
火
栓
使
用
訓
練
に
熱
心
に
取

り
組
み
、
災
害
に
対
す
る
心
構
え

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

高
齢
者
や
園
児
を
避
難
誘
導

　
　

下
神
野
、
福
田
地
区
自
主
防
災
組
織
も
参
加

美
里
中
学
校
防
災
訓
練

桂
瀬
地
区
で
も
開
催

礼式訓練

機関操作

９
月
２
日
（
日
）、
紀
美
野
町

消
防
団
新
入
団
員
訓
練
が
農
村
総

合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
41
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
は
紀
美
野
町
消
防
本
部
・

署
の
職
員
の
指
導
の
も
と
、礼
式
、

機
関
操
作
及
び
普
通
救
命
講
習
と

盛
り
だ
く
さ
ん
な
内
容
で
行
わ

れ
、
新
入
団
員
の
皆
さ
ん
は
、
残

暑
き
び
し
い
中
、
熱
心
に
受
講
さ

れ
ま
し
た
。

団
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
町
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
訓
練

の
成
果
を
十
二
分
に
発
揮
さ
れ
、

消火器使用訓練

地
域
の
安
全
と
安
心
の
確
保
に
尚

一
層
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

普通救命講習

避
難
誘
導
の
た
め
高
齢
者
宅
を
訪
れ
る
中

学
生
（
写
真
右
）
と
園
児
の
手
を
引
い
て

避
難
す
る
中
学
生
（
写
真
左
）

機関操作

紀
美
野
町
消
防
団

新
入
団
員
訓
練
を
実
施
!!
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８
月
２
日
（
木
）、
文
化
セ
ン

タ
ー
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
に
お
い
て

読
み
聞
か
せ
の
会
「
ほ
た
る
」
の

み
な
さ
ん
が
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
と
称
し
、
森も

り

教き
ょ
う
じ二
先
生
を
お

招
き
し
て
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
開

催
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
マ

ジ
ッ
ク
の
不
思
議
に
拍
手
喝
采
、

コ
ツ
を
教
え
て
い
た
だ
き
楽
し
い

夏
休
み
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。

９
月
13
日
、
第
13
回
町
老
連
ペ

タ
ン
ク
大
会
が
町
営
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

参
加
20
チ
ー
ム
（
60
人
）
で
予

選
を
行
い
、
勝
ち
残
っ
た
６
チ
ー

ム
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
結
果
、
下
佐
々
Ｃ

チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

■
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

 

下
佐
々
Ｃ
チ
ー
ム

準
優
勝　

 

小　

川
Ｂ
チ
ー
ム

３　

位　

 

下
佐
々
Ｂ
チ
ー
ム

４　

位　

 

小　

川
Ａ
チ
ー
ム

下
佐
々
Ｃ
チ
ー
ム　

優 

勝
!!

町
老
連
ぺ
タ
ン
ク
大
会

き
み
の
定
住
を
支
援
す
る
会

だ
よ
り

き
み
の
定
住
を
支
援
す
る
会
で

は
、
夏
に
行
な
わ
れ
た
都
市
農
村

交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
無
事
終

了
し
ま
し
た
。
８
月
下
旬
に
は
、

箕
六
弁
財
天
社
散
策
、
シ
ュ
ロ
の

葉
を
使
っ
た
工
作
、
志
賀
野
地
区

散
策
を
行
な
い
ま
し
た
。
志
賀
野

地
区
に
お
い
て
は
、
釜
滝
薬
師
の

住
職
に
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま

た
、
交
流
会
に
は
大
正
生
ま

れ
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
貴
重
な
昔
の
生
活
と

産
業
に
つ
い
て
お
話
を
伺
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
に
は
、

紀
美
野
町
の
文
化
と
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
を
肌
で
感
じ
て
貰

え
る
機
会
を
作
れ
た
と
思
い
ま
す
。

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
は
、
骨
や
関
節
、
筋
肉
な
ど
の

働
き
が
衰
え
、
運
動
器
の
障
害
の

た
め
に
、
要
介
護
に
な
る
危
険
の

高
い
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

今
回
、
和
歌
山
県
立
医
科
大
学

附
属
病
院
整
形
外
科
の
協
力
の
も

と
、
こ
の
「
ロ
コ
モ
」
を
予
防
す

る
た
め
の
、
膝
痛
・
腰
痛
予
防
体

操
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
す

で
に
痛
み
や
負
担
の
あ
る
方
、
ま

た
、
ま
だ
ま
だ
元
気
で
す
が
、
今

後
の
た
め
に
体
操
を
し
よ
う
と
い

う
方
等
、
約
70
名
の
方
が
参
加
さ

れ
、
み
ん
な
で
予
防
体
操
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。【

保
健
福
祉
課
】

「
ロ
コ
モ
」（
膝
痛
・
腰
痛

予
防
）
教
室
開
催
中

上位入賞者の皆さん

９
月
１
日
（
土
）、
美
里
河
川

愛
護
会
（
竹
内　

隆
会
長
）
主
催

の
美
里
河
川
一
斉
清
掃
が
下
神
野

地
区
な
ど
７
地
区
で
実
施
さ
れ
、

各
種
団
体
を
は
じ
め
一
般
の
方
々

な
ど
約
１
４
０
人
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

午
前
８
時
か
ら
参
加
者
は
ゴ
ミ

袋
と
火
箸
を
持
っ
て
、
貴
志
川
、

真
国
川
と
そ
の
周
辺
道
路
で
約
２

時
間
に
わ
た
り
清
掃
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
日
回
収
さ
れ
た
ゴ

き
れ
い
な
川
を
い
つ
ま
で
も
大
切
に
!!

美
里
河
川
一
斉
清
掃
を
実
施ゴミを拾う参加者たち（十三神社下の川原で）

ミ
は
、空
き
缶
や
金
属
類
、ビ
ニ
ー

ル
類
な
ど
約
３
ト
ン
に
な
り
ま
し

た
。参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
方
に
は
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

不
思
議
、
不
思
議

文
化
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム「コツを教えて !」 「マジックの始まり～」
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臓
器
移
植
は
、
県
民
の
皆
様
か

ら
の
善
意
の
臓
器
提
供
が
あ
っ
て

成
り
立
つ
も
の
で
す
。
あ
な
た
の

意
思
で
助
か
る
い
の
ち
が
あ
り
ま

す
。
意
思
表
示
カ
ー
ド
に
ご
自
身

の
意
思
を
表
示
し
て
携
帯
す
る
こ

と
を
お
願
い
し
ま
す
。

意
思
表
示
カ
ー
ド
は
市
町
村
役

場
、保
健
所
等
に
備
え
て
い
ま
す
。

目
が
疲
れ
る
、
目
が
か
す
む
、

も
の
が
よ
く
見
え
な
い
、
目
が
充

血
す
る
、
視
野
の
一
部
が
見
え
な

い
、
目
の
中
に
虫
の
よ
う
な
も
の

が
見
え
る
等
の
症
状
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

目
の
病
気
も
早
期
発
見
、
早
期

治
療
が
重
要
で
す
。

「
目
の
愛
護
デ
ー
」
を
機
会
に

目
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

ま
た
、
視
覚
障
害
に
悩
む
人
が

角
膜
移
植
を
受
け
て
視
力
が
回
復

で
き
る
よ
う
に
「
愛
と
健
康
の
贈

り
も
の
」
と
し
て
死
後
の
献
眼
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。

献
眼
登
録
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、（
財
）和
歌
山
県
角
膜
・

腎
臓
移
植
推
進
協
会
（
℡
０
７
３

‐
４
２
４
‐
７
１
３
０
）
ま
で
。

10
月
は
臓
器
移
植
普
及

推
進
月
間

詳
し
く
は
、県
庁 

薬
務
課
（
℡

０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
６
６
３
）

ま
で
。

10
月
10
日
は

　
　
　

目
の
愛
護
デ
ー

「
い
の
ち
へ
の
優
し
さ
と
お
も

い
や
り
」

「
明
る
い
ビ
ジ
ョ
ン
は
眼
科
健

診
か
ら
」

障がい者・子ども・女性・高齢者などすべての
虐待予防に関する相談は、保健福祉課

（地域包括支援センター：４８９－９９６０）へ
　平成24年 10月より『障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する
支援等に関する法律』（障害者虐待防止法）が施行されます。これまでは、
国民に対し児童虐待・高齢者虐待を発見した場合の通報を義務づけていま
したが、同法の施行により、障がい者虐待においても発見者の通報義務が
課せられます。虐待の主な種類は次の下記の通りです。

＊虐待の種類＊
①身体的虐待・・・暴力や体罰によって、身体に傷やあざ、痛みを与える
行為。身体を縛りつけるなど、身体の動きを抑制する行為。

②性的虐待・・・性的な行為やその強要
③心理的虐待・・・脅し、侮辱などの言葉や態度、無視、嫌がらせなどに
よって精神的に苦痛を与えること

④ネグレクト（放棄・放任）・・・食事や排泄、入浴、洗濯など身辺の世
話や介助をしない、必要な福祉サービスや医療を受けさせないなど、養
護を著しく怠ること。

⑤経済的虐待・・・本人の同意なしに（あるいはだますなどして）財産や
年金、賃金を使ったり勝手に運用し、本人が希望する金銭の使用を理由
なく制限すること

　※経済的虐待の定義は、児童虐待にはありません※
　発見者が虐待であるかどうか判断する必要はなく、その判断は相談を受
けた専門機関が行います。“通報”といえば重く感じますが、気軽にご相
談ください。通報が個人情報保護法に反するのでは？という不安があるか
もしれませんが、個人情報保護法の例外規定として「人の生命・身体・財
産の保護のために必要がある場合であって、本人の同意を得ることが困難
であるとき」となっています。個人情報より大事なものを保護しなければ
ならない場合、個人情報保護は考えなくてもいいと解釈されます。
　「様子がおかしいな・・・」と思ったら、ためらわずご相談ください。
相談を受けた職員にも守秘義務が課せられており、相談者は守られます。
閉庁時間帯であっても紀美野町役場本庁に連絡いただければ、宿直より担
当者に連絡が入ります。家族等からの養護に関する相談も上記窓口にて応
じておりますので、ご活用ください。
地域の力で尊厳ある町・紀美野町にしましょう。

★閉庁時間帯の連絡先：紀美野町役場本庁　℡ 489 － 2430

紀美野町実施医療機関 電　話
岩橋医院　きみのファミリークリニック 489－ 2150

小馬場医院　　　　樋　下
　　　　　　　　　長谷宮

495－ 2012
499－ 0002

田伏医院 489－ 5500
谷田クリニック 489－ 6800
にしもと内科クリニック 489－ 8338
みぞばたクリニック 489－ 6100
国吉診療所 498－ 0002
長谷毛原診療所 499－ 0300
野上厚生総合病院　　　　※予約不要 489－ 2178
小川診療所 489－ 2401
志賀野診療所 489－ 5112
真国診療所 497－ 0002
細野診療所 497－ 0241

高齢者インフルエンザ予防接種

（対象者）
　紀美野町に住所を有し、接種日等の年齢が①または②に
該当する方。確認のため接種の際は健康保険証や運転免
許証をご持参ください。
①満65歳以上の方
②満60歳から64歳で一定の心臓・腎臓・呼吸器の機能
障害・ヒト免疫不全による免疫の機能障害を有する方。
該当するかどうかは医師にご相談ください。

（接種期間）平成24年10月 1日～平成25年1月31日
（接種回数）1回（2回目以降は全額自己負担になります。）
（自己負担金）1,000円
※生活保護受給中の方は無料券を発行しますので保健福祉
課に申し込んでください。

（実施医療機関）県内協力医療機関　　
※海南海草郡内の医療機関は直接医療機関に予約してくだ
さい。

10 月から接種が開始されます。
自己負担 1,000 円で受けられます。

※海南海草郡以外で接種される場合は紀美野町の予診票が
必要ですので、保健福祉課までご連絡ください。

※一部実施していない医療機関があります。詳細は保健福
祉課までお問い合わせ下さい。
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お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで　　　　　　海南市大野中９３９　（℡　４８２－０６００）

■保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉
　○野上第１保育所：10月22日（月） ℡４８９－２１４４
　○野上第２保育所：10月 2日（火） ・16日（火）　℡４８９－４９５３
　○神野保育所　　：10月 3日（水） ・17日（水）　℡４９５－２０４９
　○毛原保育所　　：10月10日（水） ・24日（水）　℡４９９－０１３１
■遊びの教室のご案内〈お申込みは、支援センター　℡ 489 － 2144 まで〉
　※留守の場合は、野上第１保育所
　○コアラ　　　　10月10日（水）9：30～ 11：30　子育て支援センター（親子で体操）
　○カンガルー　　10月23日（火）9：30～ 11：00　子育て支援センター
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。
■子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
　親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　【子育て支援センター】動木１５６（℡４８９－２１４４）
　　　　　　　　　　　 毎週　月曜日～金曜日　（10：00～ 12：00・13：00～ 16：00）
　　　　　　　　　　　 10月22日（月）は栄養士による栄養相談
　【自然体験世代交流センター】鎌滝６３６（℡４９５－３１２７）
　　　　　　　　　　　 10月11日・25日（第2・4木曜日）　（9：30～ 11：30）
　　　　　　　　　　　 11日は栄養士による栄養相談
　【育児相談】　センター開放日と同じ日・時で行います。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　　　　　　　※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

保健センターだより
平成24年度衛生カレンダーをご覧下さい。

子育て支援センターからのお知らせ

健康相談のお知らせ（10 月の日程）

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（8：30 ～ 17：15）　　 ℡ 489 － 9960（直通）
　　　　 休日・夜間（17：15 以降）　 ℡ 489 － 2430
〔場　所〕紀美野町下佐々 1408 － 4　紀美野町総合福祉センター内
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

フッ素塗布・歯科健診のお知らせ
■場　所：総合福祉センター
■と　き：毎週水曜日　3日、10日、17日、24日、31日
■時　間：午前９時～11時　■対象者：住民すべての方
■内　容：健康に関することすべて
　　　　　・乳幼児の相談 ・離乳食の相談 ・健診結果の相談　等
　各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後のよりよい
生活につなげましょう。
　生活改善に関心のある方は、保健師・栄養士が相談に応じますので、
お気軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきて下さい。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。
お問い合わせ先：保健福祉課（℡４８９－９９６０）

※フッ素塗布の対象（対象の方には個別通知いたします）
・平成 20 年 4 月 2 日から平成 22 年 10 月 31 日生まれの

子ども
・平成 19 年 4 月 2 日から平成２０年４月１日生まれのフッ

素洗口を行っていない子ども
・平成 12 年 4 月２日から平成 19 年 4 月 1 日生まれで町

外に通園・通学している子ども
フッ素には歯の質を強くする効果がありま
す。
※歯科健診は、町民の方ならどなたでも受
けていただけます。

皆さんぜひお越しください。

献血のお知らせ　10月 19日（金）10：00～ 12：30　やすらぎ園　　14：30～ 16：30　野上厚生総合病院
　　　　　　　　※その日の健康状態や服薬等により、献血できない場合があります。

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健康相談 健康診断書の作成
一般健康相談

10月22日（月）　　９：３０～１０：３０
※第2月曜日は祝日によりお休みです。

エイズ検査 エイズの各種相談 10月22日（月）　　９：３０～１０：３０
※第2月曜日は祝日によりお休みです。

検便 10月 22日（月）　　９：３０～１０：３０
※第2月曜日は祝日によりお休みです。

こころの健康相談
こころの健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科医師が相談に応じます。
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

10月10日（水）　　９：００～
10月24日（水）　１３：３０～
※　予約制です。

骨髄バンク
登録検査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

10月22日（月）　１０：３０～１１：３０
※第2月曜日は祝日によりお休みです。
※　予約制です。

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　　　９：００～１７：００

エイズ即日検査 検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された
場合は約２週間後）にお知らせします。

10月22日（月）　１７：００～１９：００
※　予約制です。

日時：10月28日（日）午前8時30分～10時 30分
場所：総合福祉センター　3階
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健康づくりコーナー 【問い合わせ・申込先】
保健福祉課（総合福祉センター）℡ 489-9960

特定健康診査（国民健康保険）及びがん検診のご案内
～年に一度はあなたの大切な体の健康チェックをしましょう！！～

【集団健診日程】

医療機関健診については、4月に各戸配布している『衛生カレンダー』をご覧下さい。

　■国保特定健診対象者　：　40−74歳の紀美野町国保加入者。健診費用は無料。
　　　（※社会保険被保険者の方の特定健診受診方法については、それぞれの医療保険者にご確認ください。）
　■各がん検診対象者　：　20歳以上の紀美野町民。検診費用は、がん検診１種類ごとに500円（40歳以上は無料）。

『介護予防』⑤

　海南市・紀美野町から委託をしている指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。
　「障害福祉に関する制度を知りたい」「サービスの利用の仕方がわからない」など、障がいのある人や保護者、介護者など
からのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必要な援助などを行います。
　巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。（家庭訪問も行います。）
　なお、巡回相談日以外でも相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

日　　　程 場　　所 申し込み
締め切り

国保特定
健診

胃がん
検診

大腸がん
検診

肺がん
検診

乳がん
検診

子宮がん
検診 歯科検診

10月28日（日）
8時～受付

紀美野町総合
福祉センター 10月17日（水） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

障がい者巡回相談のお知らせ

対　象　者 月　　　日 場所・時間 予　　約　　先

精神障がいの方・
家族の方 10月2日（火）

総合福祉センター
　9時30分～正午
美里支所
　13時30分～16時

●野上厚生病院内相談支援事業所　 ℡４８９－２９０８
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」　℡４９４－３５３９

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

10月17日（水）

総合福祉センター
　9時30分～正午
美里支所
　13時30分～16時

●療育センターＡ
あ

Ｏ
お

Ｉ
い

　　　　　　 ℡４８３－０４５４
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」 ℡４９４－３５３９

●「1 週間外出していない」は閉じこもりです
　閉じこもりは、家の外に出かけられる健康状態にあるにもかかわらず、
日々の行動範囲が家の中か庭先ぐらいで、週に1回程度も外出しない状
態をいいます。
　閉じこもりの生活は、筋力が低下して転倒したり、消化機能を低下さ
せ低栄養の状態になったりと、不活発な生活で起きる生活不活発病をま
ねきます。放っておけば、寝たきりや認知症へとつながりかねません。
　外へ出る楽しみや喜びを見つけ、閉じこもりを予防しましょう。

●こんな人は要注意です！
・からだの調子が悪く、一日中ベッドで寝て過ごすことが多い
・年をとるにしたがって、何事にも好奇心が薄れていると感じる人
・人付き合いがなく、気軽に話したり遊んだりする仲間がいない人

●実践！介護予防
・地域の活動や催しなどに参加しましょう
・地域社会に根差した仕事、経験や知識を生かしたボランティア活動をしよう
・趣味のグループ活動、同好会で人と交流しましょう。
・空いた時間に散歩しよう
・食品や消耗品の買い物にはこまめに出かけて顔なじみになりましょう

外に出かける楽しみを見つけましょう！
●思いきって“地域デビュー”を！
　男性に多い傾向がありますが、地域とのつながりが少なかった人は、
地域にどう参加すればいいか、戸惑うことが多いかもしれません。
　しかし、これまでの自分に捉われず、新人として地域の先輩に学び、
自分から溶け込む姿勢が大切です。

【地域デビューできるかな？チェックリスト】
（１）公民館や町内活動に参加したことがない
（２）妻（夫）の外出先は必ず聞くことにしている
（３）つい現役時代の話をしたくなる
（４）最近、周囲の思いやりを感じることがあまりない
（５）ボランティアには関心がない
（６）近所に親しく付き合っている人はいない
（７）なかなか聞き上手になれない
（８）家事は配偶者の仕事だから自分は関わらない
（９）自分は人見知りするほうだ

　該当する項目が多い人程、“地域デビュー”へのハードルが高く感
じているはずです。地域活動の先輩にあたる配偶者にアドバイスを仰
いだりして、自分から勇気を持って一歩を踏みだしましょう。

「がん検診　愛する家族への贈り物」
10月28日（日）は今年度最後の集団健診です。
検診を受けて、病気の早期発見・早期治療に努めましょう。

毎年10月1日～10月 31日はがん検診受診率50％達成に向けた集中キャンペーン月間です。

今年度、最後の集団健診です！！
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、
国
民
健
康

保
険
の
加
入
条
件
が
次
の
①
ま
た

は
②
と
な
り
ま
し
た
。

①
住
民
票
に
登
載
さ
れ
た
方

②
住
民
票
に
登
載
さ
れ
な
い
方
で

も
、
３
ヶ
月
を
超
え
て
日
本
に

滞
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
書
類

（
雇
用
契
約
書
等
）
及
び
、
居

住
し
て
い
る
住
所
が
わ
か
る
も

の
（
賃
貸
契
約
書
等
）
と
、
パ

ス
ポ
ー
ト
を
お
持
ち
い
た
だ
く

こ
と
で
、
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
居
住
さ
れ
て
い
る
、
最
寄
の
役

所
で
加
入
手
続
き
を
し
て
下
さ

い
。

【
問
合
せ
先
】
住
民
課
国
保
係　

℡
４
８
９
‐
５
９
０
３　

住
民
室

国
保
係　

℡
４
９
５
‐
２
０
２
１

国
民
健
康
保
険
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
・
募
集

消
費
生
活
に
関
わ
る
問
い
合
わ

せ
・
苦
情
相
談
に
つ
い
て
、
消
費

生
活
相
談
員
に
よ
る
問
題
解
決
の

た
め
の
助
言
・
あ
っ
せ
ん
・
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
毎
月
第

２・４
木
曜
日
午
後
１
時
～
４
時
）

10
月
の
相
談
日

■
10
月
11
日
・
25
日
（
木
）　

　

海
南
市
海
南
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
１
階
第
１
相
談
室

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課　

℡
４
８
９-

５
９
１
２

後納制度（国民年金保険料の納付可能期間の延長）の納付開始
及び受給資格期間の短縮のお知らせ

■
日　

時　

10
月
13
日
（
土
）

　

10
時
～
16
時

■
場　

所　

橋
本
市
教
育
文
化
会

館
３
階（
橋
本
市
東
家
一
丁
目
）

■
内　

容　

犯
罪
や
交
通
事
故
な

ど
の
被
害
者
や
家
族
等
か
ら
の

電
話
・
面
接
に
よ
る
相
談
の
実

施
。
弁
護
士
、
臨
床
心
理
士
、

犯
罪
被
害
相
談
員
が
お
答
え
し

ま
す
。（
無
料
、
秘
密
厳
守
）

■
相
談
電
話
（
専
用
）
０
７
３
６

‐
３
９
‐
７
０
０
５

■
面
接
相
談　

当
日
も
お
受
け
し

ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
前
日
ま

で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
等  

公
益
社
団

法
人　

紀
の
国
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー

　

℡ 

０
７
３
‐
４
２
７
‐

１
０
０
０

　国民年金は、20 歳から 60 歳までの 40 年の間、
国民年金保険料を納めていただくことで、満額の老齢
基礎年金を受給することができる制度です。
　しかし、この間に、保険料を納められなかった場合や、
被保険者としての届出を忘れたことにより国民年金の
資格期間がない場合は、将来の年金受給額が少なくなっ
たり、年金そのものが受給できなくなってしまうこと
があり、このような事態を避けるために、平成24年
10月 1日から、国民年金保険料を納めることができ
る期間が過去2年から10年に延長となる後納制度が
始まります。
　具体的には、本年10月から、平成14年 10月分
以降の納められなかった期間の保険料を納めることが
できるようになります。（注）
　ただし、既に老齢基礎年金を受給している方や、65
歳以上で老齢基礎年金の受給資格をお持ちの方は、後
納制度をご利用いただけませんので、ご注意願います。
　なお、後納保険料を納付するためには、事前にお申

し込みいただき、審査を行う必要があります。審査の
結果、後納制度による納付をご利用いただけない場合
がありますのでご注意ください。
　また、平成 24年 8月 10日に「年金機能強化法」
が成立し、平成27年 10月からは、年金の受給資格
期間が、これまでの25年（300月）から10年（120
月）に短縮されることが予定されています。
　これまで受給資格を満たさなかった方が年金を受給
できる場合や、後納制度を利用することで受給できる
ようになる場合があります。
　詳しくは国民年金保険料専用ダイヤル 0570 －
011－ 050　またはお近くの年金事務所へお問い合
わせください。
　なお、後納制度をご利用いただく際のご自身の年金
記録は、ねんきんネット（http://www.nenkin.go.jp）
でもご確認いただけます。
注：後納保険料を納付できる期間は、平成24年 10月 1
日から平成27年9月30日までの3年間です。

こ
の
た
び
、
当
病
院
眼
科
に
最

新
鋭
の
白
内
障
手
術
装
置
が
配
備

さ
れ
ま
し
た
。

手
術
装
置
の
改
新
に
よ
り
、
よ

り
安
全
に
短
時
間
で
手
術
が
行
え

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院
眼
科

よ
り
お
知
ら
せ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
個
人
差
は
あ
り
ま
す

が
、
実
際
に
手
術
を
受
け
ら
れ
た

方
か
ら
も
、『
全
然
痛
み
を
感
じ

な
か
っ
た
。』『
あ
っ
と
言
う
間
に

手
術
が
終
わ
っ
た
。』
等
の
感
謝

の
お
言
葉
を
多
数
頂
い
て
お
り
ま

す
。詳

し
い
こ
と
は
、
当
病
院
眼
科

医
師
又
は
看
護
師
ま
で
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

消
費
者
問
題
の

　
　
　
　

相
談
に
つ
い
て

被
害
者
支
援
無
料
相
談
の

実
施
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紀美野町まちづくり推進協議会
紀美野史発見部会からのお知らせ
　紀美野史発見部会では、11月 10日（土）に「み
る・あるく・きみの」を開催します。今回は、奈良県
吉野町の寺社を見学します。
■出　　発　本庁	 8時 30分
　　　　　　福祉センター	 8時 40分
　　　　　　美里支所	 8時 50分
■帰　　着　17時30分頃
■持 ち 物　弁当・お茶（お食事処もありますが各自

持っていかれる方がよいかと思います）
雨具等

■参 加 費　千円（特別拝観料・イベント保険料）
　　　　　　バス代無料
■見学場所
　　　　　東南院…野上八幡宮から移された多宝塔の

見学
　　　　　金峯山寺　蔵王堂…秘仏金剛蔵王大権現特

別開帳
　　　　　※2km程度徒歩移動します。

参加希望の方は、下記要領でお申込み下さい。
■申込期間　10月2日（火）から10月25日（木）
　　　　　　9時～17時　但し、土・日・祝日は除

きます。
■申 込 先　美里支所　産業・建設室
　℡　495－ 3462　 Ｆ ax　495－ 2410
　申込の際、住所・氏名・電話番号・乗車場所（本庁・
福祉センター・美里支所）をご連絡下さい。
■定　　員　80名（先着順）
※イベント保険に加入しますので、住所・氏名・電話
番号をお聞きしますが、個人情報により当部会への
参加を呼び掛けることはありますが、その他の目的
で使用することはありません。

平成24年度国保野上厚生総合
病院附属看護専門学校　学校祭

■開 催 日　平成24年10月 27日（土）
■開催時間　午前10時から午後３時まで
■開催場所　国保野上厚生総合病院附属看護専門学校

校内
■主な内容
　 健 康 チ ェ ッ ク コ ー
ナー、模擬店、バザー
お茶室コーナー、子供
コーナー、舞台発表…
など

　学生が心を一つに元気
の輪を広げます。
　どうぞ、お気軽にお越しください !!
■お問い合わせ　
　国保野上厚生総合病院附属看護専門学校
　TEL　073－ 489－ 8500

紀勢本線の利用促進について
　電車は、子どもから高齢の方まで誰もが利用しやす
く、特に、車を運転しない人にとってはなくてはなら
ない、大切な交通手段です。
　紀勢本線は、これまで多くの人に利用されてきまし
たが、最近では、道路整備に伴う利便性の向上により
自家用車での移動が増える中、乗降客数が年々減って
います。利用者数が減少すると、運行便数も減ること
になり、不便になるので利用する人がますます減っ
てしまいます。私たち地域の鉄道を守るためにも、旅
行などお出かけの際に
は、◇渋滞なしで時間
に正確　◇安全性が高
い　◇地球環境への影
響が少ない　といった
利点の多い電車を、ぜ
ひご利用ください。

『必ずチェック　最低賃金！
使用者も　労働者も』

　本年10月 1日から和歌山県最低賃金は、時間額
690円となりました。
　最低賃金制度とは、最低賃金法に基づき国が賃金の
最低限度を定め、使用者は、その最低賃金額以上の賃
金を労働者に支払わなければならないとする制度で
す。
　なお、最低賃金法違反については、罰則が設けられ
ています。

注１）最低賃金は常用労働者のみでなく、臨時・パー
トタイマーなどにも適用されます。

注２）最低賃金額には、精皆勤手当・通勤手当・家族
手当・時間外手当・ボーナスなどは含まれま
せん。

注３）派遣労働者については、派遣先の地域（産業）
の最低賃金が適用されます。

注４）「鉄鋼業」・「百貨店、総合スーパー」については、
それぞれの産業別最低賃金が適用されます。

　詳しいことは、和歌山労働局賃金室（073－ 488
－ 1152）又は最寄りの労働基準監督署へお問い合
わせください。

テーマ：心を一つに
　　　　～野上から広げよう元気の輪～



「
第
23
回
町
民
大
学
講
座
」「
人
権
研
修
講
座
」

歌
う
尼
さ
ん
コ
ン
サ
ー
ト

【
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
や
な
せ
な
な
】

11
月
９
日
（
金
）　

午
後
６
時
30
分
～
（
開
場
30
分
前
）

■
会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー

昨年の展示の様子

「
第
24
回
町
民
大
学
講
座
」

津
軽
三
味
線
コ
ン
サ
ー
ト
【
奏
者　

木
之
下
真
市
】

11
月
18
日
（
日
）　

午
後
６
時
30
分
～
（
開
場
30
分
前
）

■
会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー

2012.10 10

関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト

《
23
・
24
回
町
民
大
学
入
場
に
つ
い
て
》

30
歳
で
子
宮
体
ガ
ン
を
克
服
し
た
経
験
と
、

尼
僧
と
い
う
視
点
か
ら
、
い
の
ち
を
題
材
と
し

た
歌
を
数
多
く
制
作
。
や
わ
ら
か
く
も
芯
の
あ

る
歌
声
が
持
ち
味
で
全
国
各
地
で
音
楽
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

奈
良
県
出
身
、
シ
ン
グ
ル
「
帰
ろ
う
」
で
デ

ビ
ュ
ー
。
Ｄ
Ｊ
や
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
と
し
て
も
活

躍
。浄
土
真
宗
本
願
寺
派
・
教
恩
寺
第
六
世
住
職
。

12
月
２
日
（
日
）

午
後
３
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
入
場
無
料
（
整
理
券
が
必
要
で
す
。）

■
整
理
券
配
布
場
所

　

中
央
公
民
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
役

場
美
里
支
所
、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

小
川
・
志
賀
野
地
区
公
民
館
、
真
国
・

国
吉
・
長
谷
毛
原
出
張
所

※
配
布
は
10
月
10
日
（
水
）
よ
り
各
施

設
の
開
館
時
間
中
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

■
入
場
料
（
全
席
自
由
席
）

　

前
売　

２
，５
０
０
円

　

当
日　

３
，０
０
０
円

※
紀
美
野
町
内
在
住
の
小
中
学
校
の
児

童
、
生
徒
は
鑑
賞
無
料
。
ご
希
望
の

方
は
、
10
月
10
日
（
水
）
午
後
５
時

ま
で
に
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
。
町
内
の

小
中
学
校
に
は
、
申
し
込
み
チ
ラ
シ

を
配
布
し
て
い
ま
す
。　
　
　

■
主
催　

紀
美
野
町
、
紀
美
野
町
教
育

委
員
会　

■
問
い
合
わ
せ　

文
化
セ
ン
タ
ー

正
調
津
軽
三
味
線
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

か
つ
繊
細
な
奏
法
に
定
評
が
あ
る
百
年

に
一
度
の
天
才
津
軽
三
味
線
奏
者
。
伝

統
芸
能
で
あ
る
津
軽
三
味
線
に
現
代
的

音
楽
を
と
り
入
れ
津
軽
三
味
線
の
可
能

性
を
追
求
し
続
け
て
い
ま
す
。

～プロフィール～
和歌山県出身。
1986・87 年　津軽三味線全国大会二年
連続優勝。
2000 年　津軽三味線全国大会歴代Ａ級
チャンピオン山田千里杯争奪戦初代グラ
ンドチャンピオン。
2010 年　上海万博に出演。　
2011 年　国立劇場開場４５周年記念

「津軽三味線を聴く　時代を超えた音色」
コンサートを行い、津軽三味線の曲弾き・
唄付けや洋楽とのセッション等、多彩な
プログラムで観客を魅了しています。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
「
秋
」
参
加
者
募
集
!!

■
日
時　

11
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
開
会
式

　
【
予
備
日　

11
月
12
日
（
月
）】

■
場
所　

の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

■
参
加
資
格　

中
学
生
以
上

■
参
加
費　

１
，
５
０
０
円

■
申
込
期
間　

10
月
15
日
（
月
）
～
11

月
２
日
（
金
）

■
申
し
込
み
先　

中
央
公
民
館
ま
た
は

文
化
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

■
そ
の
他　

開
会
式
は
南
北
コ
ー
ス
で

す
。36
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
、

ハ
ン
デ
な
し
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
７
回
紀
美
野
町
文
化
祭
開
催

　

11
月
３
日
（
土
・
祝
）
～
５
日
（
月
）

は
、
中
央
公
民
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で

第
７
回
紀
美
野
町
文
化
祭
を
開
催
し
ま

す
。
館
内
い
っ
ぱ
い
の
展
示
物
や
子
ど

も
た
ち
の
発
表
会
。
芸
能
大
会
は
、歌
・

舞
踊
・
ダ
ン
ス
・
合
唱
、
茶
席
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

■
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日

　

10
月
15
日
（
月
）
〜

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所

　

中
央
公
民
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、　

役
場
美
里
支
所
、
小
川
・
志
賀
野
・

真
国
・
国
吉
・
長
谷
毛
原
出
張
所

※
販
売
は
各
施
設
の
開
館
時
間
中
で

す
。

※
前
売
が
完
売
の
場
合
、
当
日
券
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。
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■
中
央
公
民
館
（
17
日
お
休
み
）

　

3
日　
「
き
い
ち
ゃ
ん
」
を
作
ろ
う

　

10
日　

地
図
パ
ズ
ル
で
遊
ぼ
う

　

24
日　

こ
け
玉
作
り

　

31
日　

お
も
し
ろ
実
験

■
文
化
セ
ン
タ
ー
（
17
日
お
休
み
）

　

3
日　

お
は
な
し
会

　

10
日　

紙
ひ
こ
う
き
大
会

　

24
日　

秋
さ
が
し

　

31
日　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
あ
そ
ぼ
う

★
地
域
サ
ロ
ン
と

交
流
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
★

「
こ
け
玉
作
り
体
験
」

■
日
時　

10
月
24
日
（
水
）

　

午
後
３
時
～
４
時
30
分

■
場
所　
中
央
公
民
館
工
芸
美
術
室

■
対
象　

小
学
生
以
上
（
要
予
約
・
先

着
15
人
ま
で
）

■
申
し
込
み　

中
央
公
民
館

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

出
店
募
集
! !

　

紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委

員
会
で
は
、
当
日
会
場
に
お
い
て
紀
美

野
町
を
よ
り
一
層
Ｐ
Ｒ
し
、
大
会
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
出
店
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

■
出
店
条
件　

紀
美
野
町
内
の
社
会
福

祉
団
体
・
社
会
教
育
団
体
（
Ａ
）、

地
域
グ
ル
ー
プ
（
Ｂ
）

■
出
店
費
用　
（
Ａ
）
無
料
、（
Ｂ
）
５
，

０
０
０
円

■
申
し
込
み
締
切　

10
月
26
日
（
金
）

■
そ
の
他

　

所
定
の
用
紙（
事
務
局
に
あ
り
ま
す
）

に
記
入
し
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
内　

紀
美
野
ふ
れ
あ
い

マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局

第
７
回　

紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン

12
月
16
日
（
日
）
ふ
れ
あ
い
公
園
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
周
辺

午
前
９
時
開
会

【
中
央
公
民
館
】

「
月
と
雷
」　　
　

  

角
田
光
代
・
著

「
ラ
ス
ト
コ
ー
ド
」
堂
場
瞬
一
・
著

「
パ
パ
ッ
と
作
れ
る
韓
国
料
理
の
レ

シ
ピ
と
コ
ツ
」　　
　

ナ
ム
リ
・
著

「
オ
ニ
じ
ゃ
な
い
よ
お
に
ぎ
り
だ

よ
」　　
　
　

シ
ゲ
タ
サ
ヤ
カ
・
著

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
最
果
て
ア
ー
ケ
ー
ド
」

小
川
洋
子
・
著

「
猫
背
の
虎　

動
乱
始
末
」

真
保
裕
一
・
著

「
転
校
生
は
忍
び
の
つ
か
い
」

可
部
鈴
子
・
著

「
夏
カ
レ
ー
冬
カ
レ
ー
」
脇
雅
世
・
著

ほ
か

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
百
冊
】

　
　

柳
瀬
唯
衣
（
野
小
３
年
）

　
　

穂
谷
知
範
（
第
二
保
）

【
二
百
冊
】

　
　

和
久
谷
瑠
風
（
野
小
５
年
）

　
　

和
久
谷
莉
生
（
野
小
４
年
）

　
　

藤
井
聖
矢
（
野
小
２
年
）

　
　

折
口
世
菜
（
下
小
１
年
）

【
三
百
冊
】

　
　

折
口
心
音
（
下
小
４
年
）

　
　

岡
本
幸
大
（
第
一
保
）

【
九
百
冊
】

　
　

松
尾
知
晃
（
中
学
２
年
）

【
千
三
百
冊
】

　
　

東　

響
樹
（
野
小
６
年
）

図
書
室
だ
よ
り 

〜
新
刊
紹
介
〜

《ゲストランナー》ユティック陸上部所属の双子
ランナー　大南敬美さん（左）大南博美さん（右）

小
川
地
区
公
民
館
作
品
展
示
会

■
日
時　

　

11
月
17
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
～

午
後
９
時
30
分

　

11
月
18
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分

　

～
午
後
４
時

■
展
示　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
ト
ー
ル
ペ

イ
ン
ト
、
パ
ソ
コ
ン
、
生
け
花
、
手

編
み
、
ち
ぎ
り
絵
、
絵
手
紙
、
リ
サ

イ
ク
ル
ア
ー
ト
、
陶
芸
、
小
川
小
学

校
生
徒
作
品
、地
区
サ
ロ
ン
の
作
品
、

一
般
作
品

■
サ
ー
ク
ル
発
表
（
17
日
）　

　
《
女
性
料
理
》
午
前
中
（
試
食
あ
り
）

　
《
茶
席
》
午
後
０
時
30
分
～

　
《
男
性
料
理
》
午
後
１
時
～
（
お
持

ち
帰
り
あ
り
）

　
《
ひ
ま
わ
り
の
た
ね
》
午
後
１
時
～

（
人
形
劇
な
ど
、
子
ど
も
達
に
お

み
や
げ
あ
る
よ
！
）

　
《
ナ
ツ
メ
ロ
》
午
後
６
時
30
分
～
９

時
30
分
（
飛
び
入
り
大
歓
迎
で
す
。

当
日
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

■
問
い
合
わ
せ　

小
川
地
区
公
民
館

※
一
般
出
品
作
品
募
集
し
て
い
ま
す
！

■
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

　
《
１
５
０
０
ｍ
》
親
子
ペ
ア
の
部
、

小
学
１
年
～
３
年
男
子
・
女
子
の
部

　
《
２
０
０
０
ｍ
》
小
学
４
年
～
６
年

男
子
・
女
子
の
部

　
《
３
０
０
０
ｍ
》
中
学
男
子
・
女
子

の
部
、
高
校
一
般
男
子
・
女
子
の
部
、

50
歳
以
上
男
子
・
女
子
の
部

■
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　
《
ク
ォ
ー
タ
ー
マ
ラ
ソ
ン
10
・
55
㎞
》

　

高
校
〜
29
歳
男
子
・
女
子
の
部
、　

30
歳
〜
49
歳
男
子
・
女
子
の
部
、　

50
歳
以
上
男
子
・
女
子
の
部

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

　
《
10
㎞
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
》

■
参
加
費　

　

小
中
高
校
生
１
，０
０
０
円
（
町
内

在
住
の
小
中
学
生
５
０
０
円
）、
一

般
・
親
子
ペ
ア
２
，
５
０
０
円
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
５
０
０
円
（
一
律
）

■
申
し
込
み
締
切

　

11
月
9
日
（
金
）
必
着

■
主
催　

紀
美
野
町
、
紀
美
野
ふ
れ
あ

い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会

■
日
時　

10
月
20
日
（
土
）
午
前
９
時

～
11
時
30
分

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー
（
木
の
温
も

り
広
場
）

■
内
容　

パ
ン
コ
ー
ナ
ー
・
も
ち
つ

き
・
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
な
ど

■
持
ち
物　

チ
ケ
ッ
ト
・
名
札
（
学
校

で
使
用
の
も
の
）・
す
い
と
う

■
主
催　

き
み
の
こ
ど
も
ま
つ
り
実
行

委
員
会

※
当
日
は
送
迎
バ
ス
運
行
（
要
予
約
）。

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！
》

　

当
日
に
運
営
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
中
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

第
７
回　

き
み
の
こ
ど
も
ま
つ
り

  

訂
正

　

９
月
号
の
「
た
く
さ
ん
読
ん
だ

よ
」
で
、
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
正
し

く
は
、【
九
百
冊
】
中
原
葵
（
野

小
５
年
）、【
千
冊
】
中
原
龍
一
郎

（
第
二
保
）
で
す
。

中
国
楽
器
演
奏
会
と
読
み

き
か
せ
！

　
「
二
胡(

ニ
コ)

」
と
い
う
中
国
楽
器

の
重
奏
に
よ
る
ミ
ニ
演
奏
会
（
二
胡
来

堂
さ
ん
）、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
琴
和
会
に

よ
る
大
正
琴
演
奏
、
お
話
し
ポ
ン
の
み

な
さ
ん
の
楽
し
い
絵
本
の
読
み
き
か
せ

を
行
い
ま
す
。
誰
に
で
も
分
か
り
や
す

い
悠
久
の
音
楽
と
、
聴
き
応
え
の
あ
る

読
み
き
か
せ
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
場
所　

中
央
公
民
館
一
階
ロ
ビ
ー

■
日
時　

10
月
20
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
～
（
１
時
間
程
度
）

■
内
容　

・
二
胡
演
奏
「
蘇
州
夜
曲
」、

「
ふ
る
さ
と
」
他
・
大
正
琴
演
奏
・

読
み
き
か
せ
「
お
お
き
な
お
お
き
な

木
」
他

■
主
催　

共
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ほ
ん
の
森
」

た
ん
ぽ
ぽ
ふ
れ
あ
い
学
級

日
程
変
更
の
お
知
ら
せ

　

９
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
「
笑

顔
が
ひ
き
だ
す
子
ど
も
の
チ
カ
ラ
～
早

寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
～　

講
師　

星
野

恭
子
」
講
演
日
は
10
月
25
日
（
木
）
に

変
更
し
ま
し
た
。
時
間
・
場
所
は
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
締
切　

10
月
19
日
（
金
）

■
申
し
込
み　

中
央
公
民
館
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10
月
17
日
～
19
日
、
中
央
公
民

館
と
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
で
通
学

合
宿
を
実
施
し
ま
す
。

通
学
合
宿
で
は
、
小
学
生
が
公

共
施
設
に
泊
ま
り
な
が
ら
通
学
し

　小・中学生を中心にバドミントンをして
います。３～４年続けている子から初心者
までレベルは様々ですが、お互いに教え
合ったり、地域の方に指導していただきな
がら、楽しく活動しています。近所の高校
生や大人が参加してくれたり、バドミント
ン以外にもドッジボールやソフトバレーな

ど、自由に和気
あいあいと体を
動かしていま
す。スポーツの
秋、お気軽に参
加してみません
か。

─ わが町サークル ─
「長谷毛原スポーツ少年団」

［
中
田
］　

奈
迦
多

「
梅
本
・
新
荘
二
村
の
中
間
に

狭
ま
る
、
中
田
の
名
是
よ
り
起
こ

る
か
、
新
荘
村
の
頃
に
、
当
村
、

古
梅
本
村
と
一
村
な
り
、
後
分
れ

て
別
村
と
な
る
。
新
荘
の
名
是
よ

り
起
れ
る
な
ら
ん
」

中
田
は
梅
本
村
と
新
荘
村
の
中

間
に
は
さ
ま
れ
た
地
で
あ
る
か

ら
「
中
田
」
の
地
名
が
つ
け
ら
れ

た
と
い
い
ま
す
。
中
田
村
と
新
荘

村
が
合
併
し
た
の
は
、
明
治
八
年

（
一
八
七
五
）で
す
。合
併
後
は「
中

田
村
」
と
称
え
ま
し
た
。

［
梅
本
］　

宇
逸
毛
登

「
村
の
東
、
土
橋
あ
り
、
宝ほ
形け

塔と
橋
と
い
ふ
、
是
を
新
荘
梅
本
二

村
の
界
と
す
、
橋
の
西
数
歩
に
大

師
寺
屋
敷
跡
と
い
ふ
田
地
あ
り
、

傍
に
梅
樹
あ
り
、
古
、
此
地
大
木

の
梅
あ
り
、
梅
本
の
名
是
よ
り
起

る
、
今
の
樹
は
其
子
生
な
り
、
今

二
村
分
れ
て
大
師
寺
は
梅
本
村
へ

引
移
せ
と
も
、
梅
本
の
地
は
却かえ
っ

て
当
村
（
新
荘
村
）
に
入
れ
り
」

「
紀
伊
国
郷
帳
」
に
よ
る
と
新

荘
（
庄
）
村
も
中
田
村
も
「
古
者

梅
本
村
之
内
」
と
あ
っ
て
、
中
田

も
新
庄
も
梅
本
村
か
ら
分
村
し
た

も
の
と
み
る
べ
き
で
す
。（
中
田

村
と
新
庄
村
の
合
併
の
項
参
照
）

そ
の
梅
本
の
名
前
の
起
こ
り
は
、

宝
形
塔
橋
の
西
数
歩
の
所
に
大
師

寺
屋
敷
跡
の
田
地
に
梅
の
大
木
が

あ
り
ま
し
た
。
故
に
梅
本
の
名

は
こ
れ
か
ら
起
こ
っ
た
と
い
い
ま

す
。
そ
の
梅
の
木
の
あ
っ
た
地
は

現
在
の
中
田（
合
併
前
の
新
庄
村
）

に
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
現
在

の
梅
本
は
、
名
義
の
起
原
に
関
係

な
く
、
開
発
当
初
の
地
名
を
継
承

し
て
い
る
の
で
す
。

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
七
十
五

中
田
と
梅
本
と
い
う
大
字
名
の
由
来

通
学
合
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

■活動場所　長谷毛原中学校体育館
■日　　時　毎週金曜日 19 時 30 分～ 21 時
■連 絡 先　吉田（℡ 499‐0401）

テ
ー
マ

『
自
分
で
作
れ
る
・

簡
単
・

お
い
し
い

朝
ご
は
ん
！
』

夏
休
み
を
利
用
し
、
朝
ご
は
ん

の
レ
シ
ピ
を
募
集
し
ま
し
た
！

町
内
小
中
学
生
92
名
の
応
募

が
あ
り
、
応
募
レ
シ
ピ
を
厳
正
に

審
査
し
た
と
こ
ろ
、
左
記
の
皆
さ

ま
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
入
賞
者
の
皆

さ
ま
に
は
、
10
月
の
じ
ど
う
か
ん

料
理
教
室
で
表
彰
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
表
彰
式
後
に
、
入
賞
レ
シ

ピ
を
使
用
し
た
料
理
教
室
を
行

い
ま
す
。

■
入
賞
者
（
敬
称
略
）

小
学
生
の
部

◎
『
朝
ご
は
ん
大
賞
』
…
小
川
小

学
校
５
年　

日
裏
貴
詞

◎
『
準
朝
ご
は
ん
大
賞
』
…
小
川

小
学
校
６
年　

林
口
弘
樹

◎
『
元
気
は
つ
ら
つ
賞
』
…
野
上

小
学
校
４
年　

河
本
陸

中
学
生
の
部

◎
『
朝
ご
は
ん
大
賞
』
…
美
里
中

学
校
１
年　

尾
﨑
元

◎
『
準
朝
ご
は
ん
大
賞
』
…
野
上

中
学
校
２
年　

山
田
遥
香

◎
『
と
っ
て
も
お
い
し
そ
う
で

賞
』
…
美
里
中
学
校
１
年　

岸

本
和
佳

◎
『
朝
か
ら
も
り
も
り
賞
』
…
野

上
中
学
校
２
年　

舟
底
範
行

◎
『
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
賞
』
…
美
里

中
学
校
３
年　

宇
城
美
月

10
月
の
天
文
教
室
「
秋
か
ら

始
ま
る
第
二
の
地
球
探
し
」

夏
休
み
！
料
理
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

結
果
報
告
～
入
賞
お
め
で
と
う
～

■
日
時　

10
月
14
日
（
日
）

　

午
後
２
時
～（
約
１
時
間
30
分
）

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台

■
参
加　

無
料
、
事
前
申
込
不
要

■
お
話　

矢
動
丸
泰（
天
文
台
長
）

広
い
宇
宙
の
ど
こ
か
に
、
地
球

に
似
た
星
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

こ
の
問
い
に
答
え
る
研
究
が
太

陽
系
外
惑
星
探
査
で
す
。
秋
の
夜

空
に
輝
く
ペ
ガ
ス
ス
座
51
番
星
な

ど
、
惑
星
が
見
つ
か
っ
た
天
体
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
惑
星
探
査
の

歴
史
な
ど
を
ひ
も
解
き
ま
す
。

『
入
賞
レ
シ
ピ
を
使
っ
て
、
朝
ご

は
ん
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
』

■
日
時　

10
月
27
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

２
階
調
理
室

■
参
加
費　

２
０
０
円

■
持
ち
物　

上
ぐ
つ
・
エ
プ
ロ

ン
・
三
角
巾
・
タ
オ
ル
・
水
筒

■
対
象　

小
中
学
生
及
び
保
護
者

の
方
。
先
着
20
人
様
。

■
申
し
込
み　

10
月
19
日
（
金
）

ま
で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

じ
ど
う
か
ん
料
理
教
室

料
理
す
る
力
を
身
に
つ
け
よ
う
！

※
『
紀
伊
続
風
土
記
』
か
ら
引
用
し
て

若
干
の
解
説
を
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
公
園
体
育
館
は
、
平

成
24
年
11
月
15
日
か
ら
平
成
25
年

2
月
28
日
（
完
成
予
定
）
ま
で
の

約
4
か
月
間
、
耐
震
補
強
工
事
の

た
め
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
す
。
料
理
・
掃
除
・
洗
濯
の
生

活
体
験
や
、
も
ら
い
湯
な
ど
に

よ
っ
て
地
域
の
方
々
と
交
流
す
る

事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

17
日
18
日
の
午
後
８
時
30
分
～

10
時
30
分
ま
で
の
間
、
子
ど
も
達

と
一
緒
に
勉
強
や
遊
び
を
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

18
歳
以
上
で

あ
れ
ば
誰
で
も

可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課

紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
公
園
体
育

館
耐
震
補
強
工
事
の
お
知
ら
せ
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水
族
館
涼
し
子こ

河ふ

豚ぐ

の
お
ち
よ
ぼ
口　
　
　
　
　
　
　

手
拝
て
る
代

先
生
の
日
焼
け
一
番
登
校
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
上
ひ
と
み

い
つ
と
な
く
赤
子
ば
ん
ざ
い
枕
蚊
帳　
　
　
　
　
　
　

口
井
ト
シ
子

か
な
か
な
や
持
ち
て
帰
れ
ぬ
波
の
色　
　
　
　
　
　
　

馬
谷
富
貴
子

海
峡
を
寺
に
見
下
ろ
し
秋
澄
め
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　

貴
子

ひ
ぐ
ら
し
や
川
に
釣
竿
忘
れ
ら
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

前　
　

廣

何
事
も
な
く
時
の
過
ぎ
蟻
地
獄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
野
昭
子

新
涼
や
親
に
抱
か
れ
て
パ
ン
ダ
の
子　
　
　
　
　
　
　
　

口
井
重
信

鬼
門
に
も
盛
り
塩
置
き
て
厄
日
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

松
山
愛
子

秋
茄
子
を
漬
け
て
炒
め
て
老
二
人　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
代
哲
郎

風
鈴
の
音
も
重
た
げ
な
午
後
に
し
て

　
　
　
　
　

か
ん
か
ん
照
り
に
入く
道
雲も

白
く
湧
く　
　

笹
田
美
代
子

岩
を
滑
る
銀
鱗
い
く
ど
も
煌
め
き
て

　
　
　
　
　

水
面
に
沈
む
蝉
し
ぐ
れ
か
な　
　
　
　
　
　

吉
村
邦
彦

底
べ
に
の
木
槿
の
花
の
咲
き
つ
ぎ
て

　
　
　
　
　

今
朝
吹
く
風
は
す
こ
し
涼
し
き　
　
　
　

角
谷
と
し
み

緑
濃
く
山
路
に
聞
け
る
鳥
の
声

　
　
　
　
　

天
気
良
け
れ
ば
畑
は
遊
び
場　
　
　
　
　
　

黒
西
葉
子

忘
れ
た
き
思
い
の
多
し
闇
に
寝い

ね

　
　
　
　
　

深
夜
放
送
聞
き
て
い
る
な
り　
　
　
　
　
　

河
野
昭
子

こ
の
ま
ま
で
生
か
さ
れ
て
い
て
い
い
の
か
と

　
　
　
　
　

眠
れ
ぬ
ま
ま
に
み
つ
む
星
空　
　
　
　
　
　

横
出
圭
子

待
望
の
雨
つ
れ
く
れ
し
先
祖
様

　
　
　
　
　

快
適
な
盆
仏
間
に
座
る　
　
　
　
　
　
　

中
道
と
し
み

猛
暑
日
も
夜
は
背
戸
よ
り
涼
風
の

　
　
　
　
　

入
り
て
安
ら
な
老
の
枕
辺　
　
　
　
　

滝
垣
内
嘉
代
子

幾
つ
か
の
堆
肥
を
合
わ
せ
畑
を
打
つ

　
　
　
　
　

ふ
く
ら
む
土
に
よ
ろ
こ
び
交
わ
し　
　
　

西
佐
古
祐
子

平成 19 年 7 月より上映していたＭｉｔａｋａ
（ミタカ）は、昨年 9月プロジェクターの故障によ
り長期休止となっていました。それがこの夏、装
いも新たに復活しましたので、この場をお借りし
てご紹介します。
Ｍｉｔａｋａは、国立天文台（4Ｄ 2Ｕ）が開
発しインターネット上で無料公開しているソフト
ウェアです。最新の観測データをもとにコンピュー
タが描く宇宙空間を縦横無尽に飛び回り、宇宙の
果てまで眺めるものです。
今回の改修では、新たに 114 インチの大型スク
リーンを自作し、大迫力の 3Ｄ映像を映せるよう
にしました。お客様には研究員の解説を聞きなが
ら、3Ｄメガネで神秘的な宇宙の姿をご覧頂きます。
上映は土日祝の午後 3時より約 30分、予約なしで
ご参加頂けます（イベント時など中止の場合あり）。
研究員とともに地球を飛び出し、宇宙を飛び回
りながら、太陽系、銀河系そして宇宙の果てまで、
一緒に旅してみませんか☆

「もっといっぱいくっつけたいな。」休憩時間に
なっても、子ども達は目を輝かせて造形遊びに夢中
です。多摩美術大学校友会が全国の小学校に希望者
を募り、社会の第一線で活躍するアーティストを派
遣してくれる授業、「出前アート大学」が 8月 9日
に本校で実施され、直径 5・5メートル、高さ 2・
3メートルの大きな作品づくりに全校児童で取り組
みました。
天井からつるしたゴムひもで 6カ所に柱をつく
り、円形に配置して“巣”に見立てたものに、子ど
もたちはピンクや黄、青など 15色のフェルトをリ
ボンや人型に切り抜いたりしてボタンに取り付け、
ハシゴに乗って高いところに取り付けたり、寝転
がって全体をチェックしたりなど、のびのび取り組
みました。また、地域の皆様にご提供いただいた
「シュロの皮」に、ポスターカラーで自由に色を塗っ
たものも取り入れ、紀美野町にふさわしい「ぼくら
の巣」が出来上がりました。自分の目で見て、自分

の手で触れ、自分の
心で感じたことを
表現して思いっき
り楽しむ事、創作活
動を通して、友だち
との関わりや、自分
発見を学ぶきっか
けにもなりました。

天文台だより
「3Ｄ　Ｍｉｔａｋａ　復活！」

研究員　小澤友彦

学校だより
「ぼくらの巣をつくろう」

紀美野町立小川小学校

歌　

の　

小　

道

　訂正　9 月号の学校だよりの中で、学校名「紀美野
町立野上小学校」は、「紀美野町立野上中学校」の誤り
でした。お詫びして訂正します。実習生による上映と製作中の様子（右上）
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都
市
ガ
ス
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

は
、
便
利
で
私
た
ち
の
生
活
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
が
、

取
り
扱
い
を
誤
る
と
火
災
や
爆
発

な
ど
の
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
り

ま
す
。ま
た
、不
完
全
燃
焼
に
よ
っ

て
発
生
す
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
事

故
も
恐
ろ
し
い
も
の
で
す
。
そ
こ

で
、
ガ
ス
を
使
う
と
き
は
次
の
点

に
注
意
し
、
ガ
ス
に
よ
る
火
災
や

事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

ガ
ス
機
器
の
正
し
い
取
り
付
け

○
ガ
ス
機
器
は
地
域
に
適
合
す
る

機
器
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ

を
柱
や
壁
に
近
づ
け
て
取
り
付

け
る
と
、
壁
面
等
を
熱
に
強
い

材
料
で
覆
っ
て
い
て
も
内
部
の

木
材
が
炭
化
し
て
、
発
火
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
柱
や
壁
な

ど
か
ら
間
隔
を
取
り
、
防
熱
板

を
設
置
し
た
場
所
に
取
り
付
け

て
く
だ
さ
い
。

○
ガ
ス
漏
れ
を
防
ぐ
た
め
、
ゴ
ム

ホ
ー
ス
等
は
器
具
と
の
接
合
部

を
ホ
ー
ス
バ
ン
ド
等
で
締
め
付

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
消
す
ま
で
は　

出
な
い
行
か
な
い　

離
れ
な
い
」

8 月の消防の動き
●火災発生数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 26（１） 26（１）
一 般 負 傷 9（　） 9（　）
交 通 事 故 2（　） 2（　）
そ の 他 7（　） 7（　）
合 計 44（１） 44（１）

ガ
ス
機
器
に
よ
る
火
災
及

び
ガ
ス
事
故
の
防
止
！

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ひ
び

割
れ
等
の
劣
化
が
な
い
か
時
々

点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

ガ
ス
機
器
の
正
し
い
取
り
扱
い

○
ガ
ス
機
器
を
点
火
し
た
と
き

は
、
必
ず
火
が
つ
い
た
か
ど
う

か
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
使
用
し
、
揚
げ

物
等
を
し
て
い
る
際
の
火
災
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
揚
げ

物
等
を
す
る
際
に
は
絶
対
に
そ

の
場
を
離
れ
ず
、
ま
た
ど
う
し

て
も
離
れ
る
場
合
は
短
時
間
で

あ
っ
て
も
コ
ン
ロ
の
火
を
必
ず

消
し
て
く
だ
さ
い
。

○
煮
炊
き
等
す
る
際
も
、
一
旦
コ

ン
ロ
の
火
に
鍋
を
か
け
た
ら
目

を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
、
煮
こ

ぼ
れ
な
ど
に
よ
る
炎
の
立
ち
消

え
や
加
熱
の

し
す
ぎ
に
よ

る
空
焚
き
等

が
な
い
よ
う

注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

十
分
な
換
気

○
ガ
ス
が
燃
焼
す
る
た
め
に
は
、

多
量
の
新
鮮
な
空
気
を
必
要
と

し
ま
す
。
空
気
が
不
足
す
る
と

不
完
全
燃
焼
を
起
こ
し
、
有
毒

な
一
酸
化
炭
素
が
発
生
す
る
の

で
大
変
危
険
で
す
。
換
気
扇
を

回
す
、
窓
を
開
け
る
な
ど
換
気

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ガ
ス
漏
れ
に
気
づ
い
た
時
の
注
意
点

○
ガ
ス
漏
れ
な
ど
の
異
常
に
気

づ
い
た
時
は
、
ガ
ス
の
元
栓

を
閉
め
、
窓
や
戸
を
開
け
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
際
、

換
気
扇
、
電
灯
等
の
ス
イ
ッ
チ

や
コ
ン
セ
ン
ト
プ
ラ
グ
に
は

触
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
火

花
が
発
生
し
、
爆
発
を
起
こ

す
危
険
が
あ
り
ま
す
。

グ
ラ
ッ
と
き
た
時
の
注
意
点

○
ガ
ス
機
器
を
使
用
中
に
地
震
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
あ
わ
て

ず
に
火
を
消
し
、
ガ
ス
の
元
栓

を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。
使
用
中

の
ガ
ス
機
器
に
近
づ
け
な
い
よ

う
な
揺
れ
の
大
き
な
地
震
の
際

に
は
、ま
ず
身
の
安
全
を
図
り
、

揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
後
で
対
処

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

使
用
し
て
い
た

コ
ン
ロ
、
湯
沸

器
な
ど
は
、
確

実
に
消
火
し
て

く
だ
さ
い
。

○
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
使
用

し
て
い
る
場
合
は
、
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
必
ず
屋
外
の
風

通
の
よ
い
日
陰
に
設
置
し
、
地

震
等
で
転
倒
し
な
い
よ
う
鎖
な

ど
で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

※
災
害
時
の
防
災
無
線
に
つ
い
て

町
内
に
は
長
谷
・
永
谷
、
釜
滝
・

鎌
滝
と
同
じ
呼
び
名
の
地
区
が
あ

り
ま
す
。
災
害
時
の
防
災
無
線
に

つ
い
て
は
、
野
上　

長
谷
（
ノ
カ

ミ　

ナ
ガ
タ
ニ
）・
美
里　

永
谷

（
ミ
サ
ト　

ナ
ガ
タ
ニ
）、
野
上　

釜
滝
（
ノ
カ
ミ　

カ
マ
タ
キ
）・

美
里　

鎌
滝
（
ミ
サ
ト　

カ
マ
タ

キ
）
と
放
送
し
ま
す
の
で
、
お
聞

き
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

※
火
災
発
生
状
況
案
内
に
つ
い
て

紀
美
野
町
内
で
の
火
災
発
生
状

況
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
℡
４
８
９
‐
６
６
７
７
に
お

掛
け
く
だ
さ
い
。
自
動
対
応
シ
ス

テ
ム
に
て
状
況
案
内
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。（
火
災
状
況
が
録

音
さ
れ
て
い
ま
す
。）

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、
バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
傷
病
者
の
そ
ば

に
居
合
わ
せ
た
人
）
に
よ
る
応
急

手
当
が
極
め
て
重
要
で
す
。
も
し

も
の
時
の
為
に
、
あ
な
た
も
受
講

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

尚
、
現
在
修
了
証
を
お
持
ち
の

方
で
前
回
受
講
し
て
か
ら
今
年
中

に
２
年
を
迎
え
る
方
は
、
再
講
習

を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

講
習
内
容

（
１
）
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

（
２
）
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

（
３
）
そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す

る
こ
と

講
習
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
の
３

時
間
講
習
で
す
。

講
習
場
所　

紀
美
野
町
消
防
本
部

受
講
料　

無　

料

申
し
込
み
期
限

　

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前
月

の
20
日
ま
で

申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
）
先

　
紀
美
野
消
防
本
部　

警
防
課
ま
で

　
（
℡
４
８
９
‐
６
３
０
２
）

そ
の
他

・
受
講
者
数
に
よ
り
、
日
を
改

め
て
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体

で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
11
月
４
日（
日
）

で
す
。
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10 月、朝夕めっきり涼しく、秋の気配を感じるように
なりました。
そして、スポーツに行楽にと絶好の季節を迎えました。
生石高原のススキも見ごろとなり、休日には多くの人出
でにぎわっています。
スポーツ、味覚、行楽の秋。あなたは、どんな秋を楽
しみますか。

町 民 カ レ ン ダ ー

　10月は各地域毎に秋祭りの行事が行われ、秋祭り
と言えば、真っ先に獅子舞、笛の音が浮かんできます。
祭りの頃にはアセで巻いた鯖寿司や鮎寿司を母が作っ
てくれて、今はその味がしっかりと自分の記憶に残っ
ており、料理が出来なくなってしまった年老いた親に、
私が作ったお寿司を食べてもらうようになりました。
　「美味しいなあ」と嬉しそうに食べてくれる親を見な
がら、「伝承」というものは、人と人を温かい気持ちで
繋げてくれるものでもあるんだと感じています。身体
は食べた物で作られていきます、親から子へ、そして
孫へと、「食育」の大切さを伝承したいものですね。
　今回は鯖を焼いて作るお寿司をご紹介します。

焼き鯖寿司の作り方
（材料）1 本分（2 人分）
　米	 1合	 塩	 適量
　鯖（生鯖）	 1/2尾	 生姜	 20g
　☆すし酢（酢　大さじ2・砂糖　大さじ2・塩　小さじ1/2）

（作り方）
１．米をといで、少し少なめの水で硬めに炊く。
２．鯖に塩を適量ふり、冷蔵庫で30分寝かしてから

編 集 後 記 紀美野町の人口
総人口…………	10,416 人
　男　…………	 4,838 人
　女　…………	 5,578 人
世帯数…………	 4,590 世帯

（平成24年8月末現在）　　

　紀美野町面積 128.31km2

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第 28 回） キッチンペーパーで水気を取り、皮にこんがりと
焦げ目がつくくらいに焼き、骨を取り、冷まして
おく。

３．生姜をみじん切りにし、すし酢と合わせて火にか
け、沸騰したら弱火で1～2分加熱し、そのまま
冷ましておく。

４．ご飯が炊けたら（3）を加え、ご飯につやが出る
までうちわであおいで冷ましながら切るように混
ぜる。

５．ラップを広げ、真ん中に焼いた鯖を皮が下になる
ように置き、その上に（4）の寿司飯をのせ、ラッ
プで包み形を整え、鯖を上にしてそのまましばら
く置いておく。

６．ラップのまま食べやすい大きさに切り、ラップを
はずして皿に盛りつける。

＊生姜の甘酢漬けがある場合は、ご飯とすし酢を合わ
せて寿司飯を作り、焼き鯖と寿司飯の間に生姜の甘
酢漬けを置きます。

産業課より
　美味しくて簡単‼　小麦粉を使った料理講習会
■日　時：11月8日（木）　午後1時～3時
■場　所：総合福祉センター調理実習室
■参加費：無料
■申し込み・問い合わせ：産業課（℡489－ 5901）

日　時 イベント名 開催場所 問い合わせ（073）
3日（水） 13:00～ 犬ねこの飼い方講習会【14日（日）・28日（日）】 県動物愛護センター 県動物愛護センター  489-6500
6日（土） 10:00～ WAWフェスタ in 動物愛護週間【〜8日（月・祝）】 県動物愛護センター 県動物愛護センター  489-6500
8日
（月・祝）

  9:00～ スポーツレクリエーション大会
スポーツ公園・
農村総合センター

生涯学習課 489-5915

11日（木） 移動町長室【26日（金）】 美里支所 総務課 489-5912
住民室 495-3471

14日（日）14:00～ 天文教室「秋から始まる第二の地球探し」 みさと天文台 みさと天文台 498-0305
17日（水） 13:00～ 行政相談【～15：00】 中央公民館 総務課 489-5912

美里支所 住民室 495-3471
18日（木） 13:00～ 行政相談【～15：00】 志賀野出張所 総務課 489-5912
19日（金） 13:00～ 行政相談【～15：00】 小川出張所 総務課 489-5912
20日（土）   9:00～ きみのこどもまつり 文化センター 青少年センター 489-5909
21日（日）   8:30～ 町内一斉清掃 町内 青少年センター 489-5909
25日（木） 13:30～ たんぽぽふれあい学級 中央公民館 中央公民館 489-5915
27日（土） 13:30～ じどうかん料理教室 総合福祉センター 青少年センター 489-5909
28日（日）   8:00～ ふれあいハイキング 高野山・町石道 青少年センター 489-5909
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大角地区のKOIBITOひろば駐車場から、上ケ井地区の蛇岩さん（蛇岩大明神）までを歩くウォーキングです♪
今回のコースは、アップダウンがあり、いつもよりもやや長い距離を歩きます。
ウォーキングが初めての方も、大歓迎です！
大自然の中を、マイナスイオンを浴びながら、一緒に歩きましょう！！

■日　時　平成 24 年 10 月 28 日 ( 日 )　 午前８時発 　雨天中止
■コース　かつらぎ町天野の里・丹生都比売神社～二ツ鳥居～矢立～大門～
　　　　　金剛峯寺　歩行距離　約15km（高低差450m）
■集　合　紀美野町中央公民館前　　午前7時30分～7時50分　受付
■持ち物　弁当・飲み物・雨具・防寒具などハイキングに必要なもの 
■申込み　10月17日 ( 水 )（消印有効）までに青少年センターへ
　　　　　往復はがき（電話等不可）でお申し込み下さい。なお、バス輸送の関係上、先着80名までとさせて

いただきます。（町内の方を優先します）
■参加費　1,000 円 ( 町内中学生以下無

料、町外の方1,500円 )（当日、
徴収します。）

■主　催　紀美野町青少年育成町民会議・
青少年育成委員会

■その他　・小学３年生以下は保護者同伴
でお願いします。

　　　　　・中止の場合、午前６時３０
分に防災無線でお知らせしま
す。

　　　　　・お問い合わせ等は、紀美野町
青少年センターまで。

■事務局　紀美野町青少年センター（教育
委員会総務学事課内）担当　森

■住　所　紀美野町動木287　紀美野町
役場２F　TEL 489-5909

蛇岩さんは、蛇
の神様です。卵
に願い事を書い
てお供えする
と、その願いが
叶うと言われて
います。

【ウォーキングのコース】　約 11.6km（約 17000 歩）
KOIBITO ひろば駐車場→蛇岩大明神→ KOIBITO ひろば駐車場

　スケジュール：９時.....................KOIBITOひろば駐車場　集合
	 ウォーキング
　　　　　　　11時30分..........蛇岩大明神　到着・参拝・昼食（お世話役さんが対応してくれます♪）
　　　　　　　12時30分..........蛇岩大明神　出発
	 ウォーキング
　　　　　　　14時30分..........KOIBITOひろば駐車場　到着・解散

●参加対象者：町内在住の方　
　　　　　　　※１日保険に加入します。
●服　　　装：運動できる服装と靴　
●持　ち　物：お弁当、飲み物、雨具等
●申し込み〆切り：１０月１０日（水）

☆申し込み・問い合わせ先☆
紀美野町役場 保健福祉課　ＴＥＬ 489 － 9960

｢秋のふれあいハイキング｣　参加者募集！
～天野・丹生都比売神社から町石道を高野山へハイキング～

参加者募集

無　料
あなたの健康づくりを応援します

歴史を学ぶ リフレッシュ

集合日時：平成 24 年 10 月 13 日（土）　午前９時
集合場所：KOIBITO ひろば駐車場（大角地区）

健康☆ウォーキング
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〒640－1192

（複数名でお申し
込みの場合、代表
者のご住所お名前
をお書き下さい）

雨天順延
10月14日（日

）

返信

※
返
信
面
は
空
白
の
ま
ま
で

〒（郵便番号）
①お名前

②ご住所

③お電話番号

④年齢
ご
住
所

　

お
名
前

（複数名でお申し
込みの場合、全員
のお名前・ご住所・
お電話番号・年齢
をお書き下さい）


